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第1図　B－ナイソの満開40日後散布における

新柄伸長状況（大久保）　19d9年

4　考　　　　　察

19°7，19d9年の2カ年にわたりモモの熟期促進

に及ぼすB－ナインの影響について大久保で検討した

が．5～5日程度熟期が促進され効果のあることが認

められた。

大久保に対する散布時期は満開4D日後から68日

後の範囲でいずれの時期を選んでも効果の点ではそれ

ほど蓋がないようである。

一方，散布濃度は2．000ppmで効果が高く現われる

が，tOODppmでもかなりの効果が期待できる。

果実の糖度は19°7年についてはB－ナインの散布に

よってとくに低下するということはなかったが，1989

年は散布区がやや低い値を示した。したがってこの点

については，さらに検討する必要がある。

なお，新柄はB一ナインの散布によって伸長がいく

らか抑制されるが，実用的には問題がないものと考え

られた。

モモの熟期促進に及ぼすB－ナインの影響について

第2報　果実の熱度変化および品質に及ぼす影響について

井上重雄・山家弘士・阿部　薫・橋川郁夫＊
（福島　県　圃試）

1　ま　え　が　き

B－ナインの散布によってモモの熟期が5～5日程

度早まることが判明した。しかし，これは外観上（着

色，地色など）からの判断でしかなかった。そこで本

試験ではB－ナインを散布した果実での熟度変化と収

穫黒の品質について検討したので報告する。

2　試．崇　方　法

供試品種は大久保8年生9樹を使用し，次の5区を

1樹単位に設け5反覆とした。

1．000ppm　満開50日後　1回散布

2．000　〟　　　　　　ク

無　　散　　布

（注）　満開日：4月50日

散布は展着剤（ネオェステン　5．000倍）を加用し，

小型動力噴霧機で各樹約7ヱ散布した。

＊　現福島農薬改良普及所

調査は次の要衝で行なった。

調査日　7月25日～8月18日までの計8回，

1000pp皿区の8月14日，2．000ppm区の8月12

日，無散布区の8月18日以降の果実は過熱状態とな

ったので調査を中止した。

供試果実　それぞれの調査日に各樹よりランダムに

20具を採取し，地色の抜け具合（7月25日，28

日は果実の大きさによる）により，上位5果下位5巣

を除外し，残り10具を供試した。

全糖，還元糖，非還元糖（糖の分析はSomogl変

法による）　各果5カ所より採取し，剥皮後10黒を

混合し，ミキサーによって磨砕し供試した。

リンゴ軌　pH（糖の調査と同一試料）

A・Ⅰ・S（アルコール不溶性固形物）含量（糖の

調査と同一試料）

食味（適熟黒）
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5　試　験　結　果
のなかで全糖，非還元糖含量は果実の成熟が進行する

に従ってしだいに増加し，両糖の時期別変化はほぼ煩

1時期別糖含量　第1表と第1回に示したが，こ　　似した傾向を示した。

第1蓑　時期別全糖，還元糖，非還元糖含量

　 言．査 日

試 験 区 日

7 月 2 5 日 7 月 2 8 日 8　 月　 5　 日

金　　 棒 還 元　 糖 非 還 元 糖 全　　 塘 還 元　 糖 非 還 元 糖 全　　 糖 還　 元　 糖 非 還 元 糖

1，0 0 0 p p m
5 ．5 9 多 2．1 °　 多 5．2 5 痴 占．5 9 痴 乙2 5 帝 4 5 d 痴 8．5 8 多 2．0 4 喀 4 5 4 函

2．0 0 D p p m 5．8 1 2．2 1 5．4 0 占．8 4 2 ．2 5 4 5 9 8 ．7 ° 2．0 5 4 7 1

無　 散　 布 5．d O 2．5 8 5 ．2 2 5．8 5 2 ．2 2 5 ．d l 5，9 5 t 9 8 5．9 5

（n o 5 ）

1

Ⅳ ●S n 1 4 1

N ．S

n 4 7 5

封 ．S

n 5 6 7 n 4 5 1

ガ ．S

8 4 2 8

S （n O l ） Ⅳ ．S 0．2 1 4 n 7 2 0 8 5 5 ° n d 5 4 n ‘ 4 8

⊃
（0．D O l ） 0．5 4 4 1．1 5 7 n 8 9 4 1．D 5 1 1．0 4 1

　 一 査 日

試 験 区 員

8 月 1 0 日 8 月 1 2 日 8 月 1 4 日

全　　 糖 還　 元　 糖 非 還 元 糖 全　　 糖 還　 元 糖 非 還 元 培 全　　 糖 還　 元 陪 非 還 元 糖

t O O O p p m
7 4 5　 痴 1．5 8 多 5，8 8　 多 z d 9 痴 1．5 2 喀 8．1 7 喀 ヱ7 9 多 1．5 5 多 8．2 4 感

乙0 0 0 p p 皿 ス 1 4 1．° 2 5．5 2 ヱ4 4 1．‘8 5．7 7

無　 散　 布 8．8 1 1．6 5 5．1 ° ヱ5 7 1．8 6 5．7 1 7 8 1 1．5 5 6．2 6

（n o 5 ）

1

S （n o l ）

D
（n O O l ）

0．5 5 5

m 5 5 8

m 8 占 4

N ．．S

n 2 9 1

0．4 4 0

8 7 0 8

N ．S

0．1 0 2

8 1 5

0．2 4 8

N ．8 Ⅳ ．S N ．S N ．S

調 査 日

試 験 区 員

8 月 1 d 日 8 月 1 8　日 適　　 熟　　 果

全　　 糖 還 元　 糖 非 還 元 糖 全　　 糖 還　 元　 糖 非 還 元 糖 全　　 糖 還　 元　 糖 非 還 元 糖

1．0 0 0 p p m
多 痴 喀 痴 多 痴 ＝ 9 多 1．5 5 喀 占．2 4 喀

2，D O O p p m ヱ4 4 1．°8 5．7 7

無　 散　 布 8 2 2 1．5 4 8．6 9 a 5 4 1．4 5 6．9 0 a 5 4 1．4 5 8 ．9 0

L （0・0 5 ）

S （n O l ）

D （0．0 0 1 ）

8 5 5 8

n 5 4 2

m 8 7 1

n O 9 2

m 1 5 9

0．2 2 5

0．5 7 5

8 5 6 5

m 9 0 8

注．各区5樹の平均値

つぎに各区における両糖の時期別変化をみると，無散

布区の増加量は8月5日までは少なかったが，8月5

日以降は収穫期まで徐々に増加し，適熟採取柴での含

量は両糖ともB－ナイン散布の両区よりはるかに高い

値を示した。

これに対し3－ナイン散布の両区は，両糖ともに7

月25日～28日の早い時期に急掛こ増加し無散布区

よりは高い値を示した。しかし，7月28日以降は両

区とも増加最が少なく，とくに2．0DOppm区ではあ

まり増加しないまま適納期に達したため，適熟採取果

ではtOOOppm区より低い値となった。

還元糖含量は全糖，非還元糖とは逆に果実の成熟が

進行するに従って減少していったが，その変化は小さ

かった。そのため各期での差は判然としなかったが，

全期間を通じると無敵市区の減少量が多く，適熟採取

黒での含量も明らかに少なかった。

なお，B一ナイン散布の両区の間では1．000ppm

区が2．000ppm区より減少量が多く，過熱採取栗では

明らかに少なかった。
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第1園　糖合点の変化（大久保）

1969年

第2表　時　期　別　酸　含最

2　時期別酸含量　第2表に示すとおりリンゴ酸含

量は果実の成熟が進行するに従って著しく減少した。

各区の時期別変化は無散布区が全期間を通じて大きな

変化がなく徐々に減少したのに対し，散布両区は7月

25～28日にかけて急激に減少し，その後は徐々に減

少し適熟期に適した。そして過熱採取黒での含量は

2，00Dppm区が明らかに高い値を示した。

pHはリンゴ酸とは逆に果実の成熟が進むに従って

高くなったが，その変化はリンゴ酸ほど大きくなかっ

た。各区での時期別変化はリンゴ酸と若干異なる点も

あるが，総じて同じような変化を示した。

5　A・Ⅰ・S含量　第5表のように果実の成熟が

進行するに従ってしだいに減少した。適熟採取具での

含量は各区間で差が認められなかったが，散布両区

（とくに2．000pp血）は8月10日までの減少量が無

散布区より多く，成熟の進行が早いように考えられた。

　 調 査 日　、一一、、

試 験 区　 項 目

7 月 2　5 日 7 月 2　8 日 8 月 5 日 8 月 1 0 日 8 月 1 2 日

リンゴ 酸 p H リンゴ酸 p H リソゴ酸 p H リンゴ 酸 p H リンゴ 酸 p H

t O O O　 p p m
0．日 痴

5，7 5
n 4 5痴

5．8 8
8 4 1痴

5．9 1
n 2 2 痴

4 2 5
0．1 9 痴

4 5 2

2．0 0 0　 p p m 0．7 1 5．6 8 0．4 7 5．8 5 0．5 8 5．8 5 n 2 1 4 2 0 n 2 0 4 2 8

無 散 布

L （n O 5 ）

S （0．0 1 ）

D （0．0 0 1 ）

0．8 1

8 0 5 8

0．0 8 7

m 1 4 0

5．7 4

Ⅳ ．S

n 4 9

が ．S

5．8 5

N ，S

n 4 1

N ．S

5．9 5

m 0 5 9

0．0 9 8

0．1 4 4

0．2 8

m 0 4 占

0．0 7 5

m 1 1 8

4 0 4

m 0 7 5

0．1 1 0

m 1 7 7

0．2 4

N ．S

4 1 9

N ．S

　 調 査 日

試 験 区　 目

8 月 1 4 日 8 月 1 6 日 8 月 1 8 日 適　　 熱　　 果

リ ン′ゴ酸 p H リ ン ゴ酸 p H リ ソ ゴ酸 p H リ ン ゴ 酸 p H

1．0 0 0 p p m

2．0 0 0 p p m

無 散 布

0．1 5 珍

n 2 1

4 4 4

4 2 5

痴

0．1 7 4 4 2

珍

D．1 4 4 5 0

m 1 5 多

0．2 0

0．1 4

4 4 4

4 2 8

4 5 0

L （0・0 5 ） n O 5 2 n O 7 5 n O 2 7 0．1 5 5

S （8 0 1） q D 8 5 0．1 2 0 0．0 4 0 0．2 0 5

D （n O O l） n l d D 0．2 2 8 0．0 °5 n 5 5 0

江．各区5樹の平均値

第5衷　時期別A・Ⅰ・S含量

　 調 査 日

試 験 メ 7 月 2 5 日 7 月 2 8 日 8 月 5 日 8 月 1 0 日 8 月 1 2 日 8 月 1 4 日 8 月 1 8 日 8 月 1 8 日 適 熱 果

1，0 0 0 p p m
5．0 4 多 2．8 4 多 2．2 1 痴 1．7 5 多 1．6 5 帝 1．5 7 多

1．7 5

痴

1．8 8

串

1．5 7

1．5 7 多

2．0 0 0 p p m 5．0 0 2．4 5 2．0 5 1．5 d 1．8 4 1．8 4

無　 散　 布 5．0 9

N ．S

2．5 8 2．2 （～ 1．8 7 1．8 1

N ．S

1．5 7

N ．S

L （0．0 5 ） n D d 9 C．1 2 5 口．1 4 1 ロ．1 4 5

S （0．0 1 ） 0．1 0 4 n 1 9 0 n 2 1 5 8 2 4 1

D （0．0 0 1 ） 0．1 8 8 n 5 0 5 n 5 4 5 n 4 5 1

注．各区う樹の平均値
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なお，8月10日から12日にかけて2．000ppm区

でわずかに増加したが，これは分析試料に若干の核片

が混入したことによるためと思われる。

4　食味　各区間で判然とした差は認められなかっ

たが，2，000ppmではいくらか劣っていたようである。

4　考　　　　　察

B－ナインをモモに散布した場合の熟度変化と収穫

果の品質について，糖，酸，A・Ⅰ・S含量，食味など

の点から検討した。その結果，B－ナインを散布した

果実は採取，調査日の早い時期に全軌　非還元倍（還

元糖は差がない）含丑が増加し，リンゴ軌　A・Ⅰ・S

含最はいずれも減少量が大きかった。

適熟採取果では逆にB－ナインを散布した果実は還

元糖およびリンゴ酸含量が高く，全糖，非還元糖含量

は低い値を示した。また，食味においてもB－ナイソ

散布区はやや劣るようであった。そしてこれらの傾向

は1．000ppm区より臆慶の高い2，0OOppm区で熱く

現われていた。

以上の結果から，B－ナインを散布した果実は早い

時期から内容的にも大きな変化が認められた。したが

ってB－ナインはモモの熟期を早める作用があるもの

と考えられるが，収穫異の品質低下は避けられないよ

うである。

薬剤感受性の低いコカクモンハマキの出現について

白崎　将瑛・関田　徳雄
（青森県り

1　ま　え　が　き

青森県において，2～5年前からコカクモソハマキ

に対するスミチオン，エルサン，デナボンの効果減退

の疑いが持たれ，1970年には．局所的に木種の発生が

目立った。

そこで，1970年から県内各地の個体群を対象に，各

種の低毒性殺虫剤に対する感受性の検定を開始した。

その結果，一部の殺虫剤に明らかに殺虫効果の低下し

ているものを確認した。

ここでは，今までに得られた1970年の2地点，1971

年の5地点の結果を報告し，あわせて，感受性低下の

進行を抑制するための対策を考える。

2　試．験　方　法

1印0年は藤崎町，尾上町八幡崎の2カ所の共同防除

園を選び．越冬世代と第1世代のものについて，前者

では5月，後者では7月に4つの薬剤（スミチオン，

サリチオソ，デナボン，エルサソ）について，各濃度

とも50匹前後の幼虫を用いて検定を行なった。

また，1971年には越冬世代のみについて．藤崎町

尾上町八幡崎．板柳町，弘前市下湯口，弘前市桂の5

つの共同防除閲を選び，5月に5つの薬剤（スミチオ

ン．サリチオン．デナボン．エルサン・ダーズバン）

について，各濃度とも10－15匹の幼虫を用いて，検

定を行なった。

処理方法は，各地から採集してきた幼虫を濃度別に

んご試）

処理したリンゴ葉の入ったシャーレに入れ，幼虫がす

き間から逃げるのを防ぐためと通気を考えて，ガーゼ

で内ブタをおおったのち，外ブタをしておいた。

生・死の判別は，1970年は地理後1日，1971年は2

日後に行なった。

5　試験結果と考察

1970年の結果を10g目薬盈）×10．0001と死虫率

のプロビットとの関係をプロットしたのが第1回（越

冬世代）と第2回（第1世代）である。

八幡崎，藤崎町の両地区ともサリチオン以外の薬剤

は常用濃度では50痴以下の殺虫率であり，両地区の

比較ではスミチオン・エルサンは八幡崎，デナポソで

は藤崎のものに対して殺虫力が高い傾向がみられたが．

サリチオンでは両地区のものに対してほぼ同等の効力

を示した。

また，越冬世代と第1世代に対する効果を比較した

場合，各薬剤とも第1世代に対する殺虫力がいくぶん

高い傾向が認められた。しかし，その差はそう大きな

ものではなく，薬剤の個体群に対する有効性を判断す

るだけならば，どの世代を選んでもよいと思われる。

次に第1表に1971年の結果を示した。ここでも，ス

ミチオン・ユルサソ・デナポソの効果は低く，これら

5地区のものに対しては，常用濃度では50喀以下の

殺虫率しかなかった。特に，桂・板柳・下湯口では，

ェルサンが板柳のものに対して18廃の殺虫率を示し

たほかは，すべて10疹以下で効果の減退は著しかった。




